
 

 

 

 

 

 

 

５月７日（木）、朝明中学校運営協議会（コミュニティスクール【ＣＳ】） 

  を開催しました。本校学校づくりビジョンの目標でもある「未来をひらく  

朝明のこども」育成のためには、「地域とともにある学校」であることが 

欠かせません。その中心的な役割を担うのがＣＳです。本市での、ＣＳ（学 

校運営協議会）の役割を説明すると、 

〇学校づくりビジョンの承認 

〇学校運営及び学校教育活動の充実について協議 

〇保護者・地域住民等の学校運営や教育活動への参画・支援等のあり方について協議し組織体制を整備 

〇教職員の構成について、校長に対して意見を述べることができる 

〇評価を行う 

 以上のような役割があります。 

朝明中学校では、地域の方による放課後学習支援（居場所づくり

含む）、読書活動支援等とともに、 

生徒の地域活動参画も進めてい 

ます。 

 

修学旅行スローガン 

 

 

    ５月１７日（日）から１９日（火）の３日間、修学旅行を実施しました。実行委員会が中心となって、事前の準

備や計画をしっかりと進め、当日もしっかりと全体に声掛けを行いながら、ほぼ計画通り学習を積むことができ

ました。道中では協力しながらトラブルや体調の変化等に対応し、参加した全員が無事に一回り成長して戻っ

てきました。首都東京で、物・人・文化など様々なものを見て、触れて、感じとることがたくさんあった旅でした。

「時間を守る」ことに関して、当初は難しい場面がありましたが、最終日はきっちりと、どの班も時間を守り、やり

切ることができていました。仲間と協力してやり遂げた経験は、大きな自信となったはずです。ここで得た学びと

成長を、これからの学校生活や最上級生としての活動にしっかりと活かしていこう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝明中学校通信 令和８年５月２５日号 

鍛学和 

Asake Junior high school 

和学鍛  

１日目 国会議事堂見学 上野周辺班別分散 浅草演芸鑑賞 水上バス・電車でホテルへ 

四日市版 コミュニティスクール運営協議会 

快晴の一日、朝晩は涼しくても日中は都心で３０度越えでした。最初の見学地・国会議事堂（今年は参議

院）では、（例年は慌ただしく通り過ぎるだけが多いのですが）傍聴席に全員が座って説明を聞きました。日本

の法律や予算を決めているところをじっくり観察しました。浅草演芸ホール東洋館では、朝明中の貸し切り観

覧で落語や漫才、紙切りなど４組（人）の芸を堪能しました。笑いあり、感動ありで、大いに盛り上がりました。

しかし、その帰り道、ちょうど浅草三社祭が行われており、それを避けるように水上バス乗り場まで通り回りして

行ったのですが、計画よりずいぶん時間がかかってしまいました。皆さん本当によく歩きました。 



 

 

 

２日目も快晴、この日も気温が３０度近くまで上がりました。午前中は東京（及びその周辺）で班別の分散学

習です。浅草寺や東京タワー、スカイツリーやしながわ・すみだ・葛西臨海水族館等を各班が計画を立て見学し

ました。移動に時間がかかるなど「計画したことを時間通りに進める」ことに各班苦労していました。１４時からは

ディズニーランドでの活動でした。クラス別で写真をとったあと、夢の国で十分楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日目も快晴でした。クラス別分散学習【１組みなと科学館、２組テピア 

先端技術館、３組本所防災館、４組東証アローズ、５組国立科学博物館】 

のあと、１・２組が東京駅、３～５組が浅草で班別活動を行いました。最後、 

東京駅で集合した後、新幹線に乗車し帰路につきました 

 

この修学旅行を通して、学年としての「仲間づくり」とともに、キャリア 

形成も進んだように思われます。首都東京で学んだことを糧に、「将来何になるか」「そのために、どのように生き

ていくか」を現実的に考え、今後の進路選択にも生かすことができたらと願います。保護者の皆さまには、準備や

荷物送り、当日の送迎まで、たくさんのご支援をありがとうございました。 

 

 

 

【防災教室】 

 

 

 

 

 

 

 【交通安全教室】 

２日目 東京班別分散学習 ディズニーランド 

３日目 クラス別分散学習 （東京駅・浅草）班別分散活動 

１年生 防災教室 ＆ 交通安全教室 

５月１９日（火）１年生は四日市北消防署北部分署の方、防災指導員の

サルビア分団の方による防災教室を受けました。大きな災害時には「自助・

共助・公助」が大切であることを教えていただき、地域の中で助け合うこと

で生存率が大きく変わることを知りました。自分の身を守りつつ、自主的に

「共助」できる人に成長してほしいと思います。また、起震車に乗せていただ

いたり、心肺蘇生法を学んだりと、たくさんの経験をさせていただきました。  

ぜひ、家庭でも「防災」について、話し合ってみてください。 

同じ日の６限目、四日市市の交通安全 

指導員（通称：とみまつ隊）の方から、交通 

安全についてお話をいただきました。 

ヘルメットをしないで自転車に乗り、事故 

に遭ったとしたらどのくらい衝撃があるか、実験映像を見せていただきました。 

「ノーヘル」が命の危険につながることを、実感してもらえたかと思います。 

また、自転車の違反切符である通称「青切符」は１６歳からということですが、 

指導員の方は「１６歳で突然交通ルールが守れるようにはなりません。だから 

こそ、今から守ることが大切なのです。」と伝えていただきました。「被害者にも、加害者にもならないように」 

という言葉もしっかり心に留め置いて、安全に登下校してほしいと思います。 

 


